
発刊を祝う

工業技術院

院長 藤崎辰夫

本年は，わが国経済発展にとって，決して平坦な年でないと思われますが，私共は，ここに心機一転し

てあらゆる困難を克服する堅い決意が必要であります。

鉱工業の原材料を輸入に俟つわが国は， 輸出を盛んにして，国際収支の均衡を図らねば，高い経済成長

率も，所得の倍増も望めません。

昨年度の41億ドル台の輸出を大巾に伸ばさねばなりませんが，そこで色々輸出振興策が論じられている

わけであります。しかしながら，輸出振興対策の中では，すぐれた生産技術が最も重要であることは申す

までもありません。逆説的ではありますが，仮りに拙劣な生産技術であったら，いかに税制上の，また

は，金融上の助成策を講じても輸出を伸ばしうる目途はありません。かように考えますと，科学技術の振

興は決して迂遠な明白の対策でなくて，実は，わが国が当面している幾つかの重要問題のうち最も切実な

施策であることは自明でありましよう。

こゝ数年来，科学技術の振興が叫ばれてきましたことは，まことにご同慶にたえないと思いますし，直

接この方面に関係する私共は，まことに心強く感じております。

しかしながら，その実体をよくよく見ますと，決して安心できる状態でなく，今なお，お題目の域を脱

していないといっても過言でないと思われます。まだまだ，地についた科学技術の振興というには程遠い

のであります。

これには，色々な理由があります。直接この問題に関与している私共が，無力である点は深く反省し，

今後とも最善の努力を続けて行かねばなりませんが，またわが国の政治が，科学技術の振興に真剣でなけ

ればならぬと同時に，広く国民各位の認識と深い関心が必要であることを指摘しないではいられません。

ご承知のとおり，わが国の生産技術は，ここ数年長足の進歩を遂げました。よく技術革新と呼ばれてお

り，わが国の経済成長率の高いことは，世界の驚異となりました。この技術革新は，主として外国技術の

導入によって達成されたことも，すでにご承知の通りでありますが，一流の国家に成長するためには，技

術導入だけでなく，技術の交流の段階に発展しなければなりません。すなわち，わが国でも新しい技術を

創造して，これを，国外に輸出する必要があります。そうでなければ，単に安易な技術の導入だけでは，

高度成長を持続することは困難となりましよう。

このたび，財団法人天野工業技術研究所が所報を発刊し，研究成果を広く伝えられることは，誠に時宜

を得たものと存ずる次第であります。

今日の発刊の運びになるに至るまでの御努力に対し，敬意を表するとともに，その発展を願ってやみま

せん。



理事長 天野 修一

40過ぎで，而かも役人上がりの私

が，偶々時刻記録機の特許を得た。そ

して，これを作り市販した。コッコッ

やっている間に， 70になった。大した金でもない

が，知らぬ間に蓄った。子供たちも一人前に生活

できるようになった。老妻と二人では，蓄った金

は使い切れない。さりとて，贅沢もできない。ま

た，これをドブに捨てることもできない。今ま

で，慈善団体，学校，町内等に寄附しても，ま

た，学生に学資を出しても，その時限りであっ

た。

何か良い使い途はないだろうかと，ひそかに考

えていた。ところが， 34年暮に。私が発明したタ

イムレコーダーに関して紫綬褒賞をもらった，私

はコレだ，工業技術の開発に使ったら，僅かな金

でも生きると気がついた。そこで，天野特殊機械

の尾園技術部長に，誰かよい使い手はないかと相

談したら，富塚博士が候補に上り，同氏も所長に

なることを快諾せられた。

富塚さんは，昔々，私が海軍航空技術研究所に

在勤の時に，大学，陸軍，海軍合同の研究会が毎

週一回あったが，その時分の青年学者で，私も同

氏のことは多少知っている。学者で，且つ実際的

技術を兼備した尊敬すべき研究家である。私はこ

よなく嬉しい。

財団法人の研究所の出願を神奈川県庁に出した

ところ，通産省に廻わされた。なかなか許可が出

ないから説明に行ったところ，私が遺産相続の抜

道として，これを出願したのだろうとの誤解があ

った様子で，また，工業関係では例がないという

話をきいてア然とした。わが国力の弱さの原因が

釈明された気がした。

この一粒の種が，お国のためになるならば，私

は，思わざる重ね重ねの幸運をつかんだことにな

る。

所長 富塚 清

天野工業技術研究所が，正式に発足

してから，まだ一年足らず。人員も設

備も，充分とは申せませず，ほんとう

のところは建設的段階でありますが，手をつけた

調査や研究で，ささやかながら，公表していゝと

思われるものが生れました。そこで，この1962年

度の初頭から， 「技術レポート」という小冊子を

刊行，これに載せて皆様のお目にかけることに致

しました。とりあえず， 4頁とし， 1,2頁は，試験

研究成果の予報乃至速報， 3,4頁には，本研究所

の研究に関係ある，文献抄録紹介と言うことに

し，一応，月刊をたてまえとして出発することに

なりました。

内容は，天野工業技術研究所の事業内容にうた

われている通り，公害関係の調査研究ということ

が主になります。これらの中で，既に，多少の成

果をあげているのは，

a)積雪関係（雪試験機の数種，車輛安定試験1機

種を完成。この冬は，スノー・タイヤの性能試験

の際，これを適用出来る段階に達しました。）

b)都市空気汚染問題（スモーク・メーターを1種

完成。2サイクル・エンジンのスモーク軽減策を考

究中。）

C)火災関係（火災報知機の普及型ほぼ完成。エア

ー・タービンによる高吸上装置及び破壊器具の実

現，目下消防研究所の委嘱により製作中。）

尚，これと併せて，生活科学関係の研究も行っ

ています。これと，公害関係のそれとは，問題の

性質が大体共通ですので，目下とりあげており，

生活科学化協会の委託もあって，進行中です。

こうした関係のものが，レポートの内容となり

ます。ご愛読していただければ幸いです。

役員の略歴

理事長 天野 修一 理事（所長） 富塚 清
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研究課題とその進行状況

当所で研究中の小さい課題は、常に多数持っていますが，現在(12月中旬）行っている主要なものにつ

き列記しますと，次のとおりになります。

1) 2サイクルエンジン排気濃度の研究。

光学的に煙濃度を測定し，燃料～潤滑油混合比，エンジン回転数，回転数の変化等と，煙濃度との関係

を研究中。

2) 空気駆動揚水ポンプ試作

空気タービンを動力とする遠心ポンプ。このポンプは，自治省消防研究所より受注し，現在製作中。完

成予定2月末。

3) 材料冷熱試験機試作

主に，非金属材料を，熱湯と冷水とに交互に投入する材料耐久試験機。

バラックセットー台完成。現在，本格的試険機の第一号を試作中。完成予定1月中旬。

4) 熱例試験

上記試験機によるテスト。一群の試片に対し，一万回テスト終了。第2群に対する一万回テスト進行中。

5) 雪質試験機試作

積雪上の交通機関の設計に役立つべき試験機。試作完了。このシーズン中に，数回実用試験に出向く予定。

6) 報知機試作

火災報知器と巡回時計と非常警報機とを兼ねて，簡易で，確実な装置。原理的には完成。試作，改良中。

研究課題



熱冷一万回テスト第一回

まえがき

新材料を構造用機として用いる場合に，その耐久性に不安があっては困る。最近急速に発達したプラス

チクスについて，特にこの感が強い。このテスト法は，種々あり得るが，今回，熱湯と冷水とに試片を交

互に投入する試験機を試作した。試験機については，第1号の経験を生かして，本格的な第2号製作中であ

るので，後日報告することとし，本号では，試作機による一万回テストの結果を，簡単に記すこととする。

本論

第一回のテストの主目的は，約80℃の熱湯と約20℃の冷水とに交互に投入(1サイクル約40秒）の，一

万回テストが各種の材料に対し，どの程度のきびしさを現わすかを確めるにあった。従って試片は，金

属，プラスチクス，その他種類を多くした。また，同じ試片を熱湯に浸し続けるテストも行った。時間

は， 200時間である。

◎第一群 金属

㋑アルミニウム ㋺亜鉛鍍鉄板 ㋩チタン亜鉛鍍鉄板 ㊁アルミ鍍鉄板

変形は認められず，㋺の発錆は，熱冷の方が浸漬より多い。この結果は，予想どおりである。㋩が㋺と

大差のない発錆を示したのは，惹外であった。

◎第二群 プラスチクス

㋭ガラス繊維入りポリエステル板 ㋬同上波板 ㋣硬質塩ビ板 ㋠硬質ポリエチレン板 ㋷金網入り硬

質塩ビ波板

㋣は熱湯中で軟化した。このテストは，全然無理だったわけである。㋷も変形が甚大であったのは意外。

金網が塩ビ中に埋没しているのみで，相互の附着力が無いことが，補強の実を減じたように思える。

㋭㋬が，変形こそなかったが，変色，失透がひどかったのは，予想に反した。表面の平滑さも失われた。

プラスチクスが溶けるらしい。㋠のみ変化なし。

◎第三群 その他

㋦ポリエステル化粧合板

変化なし。意外の好成績であった。

結語

1) 熱冷一万回は，非金属材料には相当きびしいテストである。

2) 現在店頭にある安価なプラスチクスは，耐えられないものが多い。

3) 化粧合板には，充分な信頼性を示すものがある。

但し，その後のテストによると，ガラス強化ポリエステルにも信頼性の高いものもあり，化粧合板にも

全然弱いものもある。今のところは，「新しい材料を採用する場合には，まず熱冷テストを行うべきでし

ょう」というのが結論になりそうである。もちろん，用途によりましょうが。

研究レポート

昭和36年4月1日当所は

開設されたが，開設に

当り，東京，神田，学

士会館に於いて，その

開所披露会を行った。

当日は藤山愛一郎氏

はじめ，朝野の名士

約300名が出席，祝福

された。（写真）

開所披露会
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